
 

 

 

 

 

 

 

本物から学ぶ 
校長  吉田 睦美 

 

 先日、市の小・中校長会で、秋吉小学校の事例を発表しました。秋吉小学校の特色はジオガイド

学習と草炎太鼓という２つを柱として教科横断的に教育活動を進めているところです。その根底と

なっているのが「本物から学ぶ」ことです。以下に発表したことを紹介します。 

 

秋吉小は「児童が主語の学校づくり」を進めています。そのために「児童が主語」の学

び方に変えているところです。さらに学校というフィールドを超えて、学校と社会のつな

がりの中で、子どもたちが様々な本物から学び、それぞれの将来へとつながる体験をして

ほしいと願い、保護者や地域、関係機関などとのコラボレーション授業を展開しています。

学校だけでなく、保護者や地域と力を合わせて、それぞれの分野のエキスパートから「本

物」を学べるような体制づくりを進めています。そのような新たな形で子どもたちの学び

を支えることができています。（この後ジオガイド等をスライドで紹介しました） 

 大人と関わり、本物から学ぶ取組には「様々な生き方をしている大人とのたくさんの出

会いを通して、色々な将来のビジョンを子どもたちが持てるようになってほしい」という

願いもあります。 

秋吉小が目指す「創造」は学校と保護者と地域が手を取り合い、子どもたちの未来を創

るとともに、街の未来も創っていく「創造」にしたいと思います。それぞれの地域にはそ

れぞれの教育があります。その学校らしさ、その地域らしさ、その人らしさ、その子らし

さ、その先生らしさ、創造の答えはそこにあると思っています。 

 

地域の方から生け花を教えていただいたり、野菜づくりを教えていただいたり、地域への思いを

教えていただいたりと、地域のゲストティーチャーから本物を教えてもらうことも数多くあります。 

これからも様々な方のご協力を得ながら、子どもたちの学びを支えていきたいと思います。今後

ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

学校だより 2023年度 

美祢市立秋吉小学校 

 
ふるさとを愛し 夢に向かって チャレンジする 秋芳の子どもたちの育成 

めざす児童・生徒像 

主体的に 学び続ける（まなび） 

自ら考え、行動し、未来を拓いていく（こころ） 

自ら健康な生活を つくり出す（からだ） 

 

チャレンジ目標 

何度でも 自分から相手に伝えよう 

明るいあいさつや返事で 誰とでもつながろう 

自分に合っためあてをもち 考えて行動しよう 

 

 



ユニバーサルデザインによる教育 

ユニバーサルデザインとは、障害の有無に関係なく、すべての人が 

使いやすいように製品・建物・環境などをデザインすることです。 

ユニバーサルデザインという言葉を聞いて、どんなものを思い浮かべるでしょうか。よく知

られているものに、シャンプーとリンスのボトルがあります。シャンプーの容器にはきざみ状

の突起がつけられていて、リンスの容器には突起はつけられていません。この突起により、

触っただけでシャンプーとリンスを区別することができ、視覚に障害のある人だけでなく、洗

髪中で目を閉じたままの人も使い勝手がよくなります。 

教育の現場でも、「教師が子どもにわかりやすい言葉で話す」、「興味がもてるように視

覚的な手がかりを使って授業をする」「作業を終了する時間を示して、作業の 

区切りがわかるようにする」などのユニバーサルデザインの工夫を取り入れて、クラスの 

だれもが学びやすいように支援しています。 

 

 

 

  １４日（木） 短縮時程(13:30 下校) 

１日（金） 委員会活動 １５日（金） 短縮時程(13:30 下校) 

４日（月） 全校朝会 １８日（月） 短縮時程(13:30 下校) 

５日（火） 読み聞かせ はなまるタイム ２０日（水） 個人懇談会① ベルマークの日 

６日（水） 持久走大会 校内研修 ２１日（木） 個人懇談会② 

８日（金） 集金日 持久走大会予備日 クラブ活動 ２２日（金） 終業式 給食終了 

１2日（火） 読み聞かせ ２５日（月） 冬季休業 ～１月８日（月） 

3 学期 １月９日（火）始業式 給食開始 

 

１２月行事予定 

 

 

【お知らせ】 美祢市教育委員会事務局の事務所移転について 

市役所新庁舎での業務開始に伴い、令和５年 11月６日から市役所本館２階へ移転 

しました。電話番号はこれまでと変わらず、0837-52-1118です。 


